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特
別
記
事

2　1

重
田
麻
紀
子
君
学
位
請
求
論
文
審
査
報
告

論
文
名
「
取
締
役
の
会
社
に
対
す
る
責
任
制
度
の
研
究
」

論
文
の
構
成

序
　
論

第
一
章

第
二
章

第
三
章

第
四
章

第
五
章

第
六
章

結
　
語

付
　
論

取
締
役
の
任
用
関
係
と
法
的
地
位

取
締
役
の
忠
実
義
務
の
法
的
基
礎

平
成
］
七
年
改
正
前
商
法
に
お
け
る
取
締
役
の
責
任
構
造

新
会
社
法
に
お
け
る
取
締
役
の
責
任
構
造

取
締
役
の
責
任
減
免
制
度
に
関
す
る
比
較
法
的
考
察

わ
が
国
に
お
け
る
取
締
役
の
責
任
軽
減
制
度

「
取
締
役
の
会
社
に
対
す
る
責
任
制
度
の
研
究
」
関
連
判
例

評
釈

提
出
論
文
の
第
一
章
と
第
二
章
は
、
新
規
に
書
き
下
ろ
し
た
も
の

て
あ
る
。

　
第
三
章
は
、
法
学
政
治
学
論
究
五
一
号
三
三
】
頁
～
三
六
四
頁

（
平
成
二
二
年
）
刊
行
論
文
と
修
士
論
文
「
取
締
役
の
法
令
違
反
行

為
に
基
づ
く
責
任
」
（
平
成
二
一
年
・
未
刊
行
）
を
基
に
加
筆
・
修

正
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
第
四
章
は
、
山
本
爲
三
郎
編
『
新
会
社
法
に
お
け
る
基
本
問
題
』

二
〇
九
頁
～
二
四
三
頁
（
慶
慮
義
塾
大
学
出
版
会
、
平
成
一
八
年
）

刊
行
論
文
を
基
に
加
筆
・
修
正
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
第
五
章
は
、
法
学
政
治
学
論
究
六
〇
号
一
九
一
頁
～
二
二
三
頁

（
平
成
｝
六
年
）
刊
行
論
文
を
基
に
加
筆
・
修
正
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
第
六
章
は
、
奥
島
孝
康
・
宮
島
司
編
『
商
法
の
歴
史
と
論
理
』
倉

澤
康
一
郎
先
生
古
稀
祝
賀
論
文
集
三
六
七
頁
～
三
九
九
頁
（
新
青
出

版
、
平
成
一
七
年
）
刊
行
論
文
を
基
に
加
筆
・
修
正
し
た
も
の
で
あ

る
。　
付
論
は
、
法
学
研
究
七
五
巻
五
号
一
〇
三
頁
～
一
一
四
頁
（
平
成

一
四
年
）
と
法
学
研
究
七
七
巻
四
号
六
九
頁
～
八
七
頁
（
平
成
一
六

年
）
に
掲
載
の
判
例
研
究
を
加
筆
・
修
正
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
提
出
論
文
で
は
、
平
成
一
八
年
五
月
一
日
施
行
の
新
し
い
「
会
社

法
」
を
め
ぐ
る
議
論
に
も
勘
酌
し
た
最
新
・
最
先
端
の
論
述
が
展
開

さ
れ
て
い
る
。
提
出
論
文
は
、
約
二
四
万
八
千
字
で
、
二
〇
〇
字
詰

め
原
稿
用
紙
に
換
算
す
る
と
約
一
、
二
四
〇
枚
に
な
る
単
一
特
定
主
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題
論
文
で
あ
る
。

3
　
提
出
論
文
の
内
容

　
序
論
に
お
い
て
、
提
出
論
文
は
、
取
締
役
の
会
社
に
対
す
る
責
任

制
度
に
関
し
て
、
そ
の
歴
史
を
縦
軸
と
し
た
観
点
か
ら
法
規
定
と
法

制
度
を
検
討
し
、
「
立
法
者
の
意
思
」
を
探
究
す
る
と
の
方
法
論
を

選
択
し
て
い
る
旨
が
表
明
さ
れ
て
い
る
。
加
え
て
、
英
法
、
米
法
、

仏
法
に
お
け
る
法
制
度
と
法
理
論
に
考
察
を
め
ぐ
ら
し
、
比
較
法
的

観
点
か
ら
の
議
論
を
展
開
す
る
と
し
て
い
る
。

　
さ
ら
に
、
取
締
役
の
責
任
に
関
し
て
は
、
平
成
一
七
年
改
正
前
商

法
の
も
と
に
お
い
て
、
違
法
配
当
、
株
主
へ
の
利
益
供
与
、
金
銭
貸

付
、
利
益
相
反
取
引
に
基
づ
く
責
任
に
つ
い
て
、
取
締
役
の
責
任
を

強
化
す
る
立
場
か
ら
、
そ
の
責
任
を
無
過
失
責
任
と
理
解
す
る
見
解

が
多
数
説
で
あ
っ
た
が
た
め
、
取
締
役
の
責
任
の
性
質
論
と
責
任
構

造
論
に
関
す
る
責
任
理
論
の
問
題
が
、
積
極
的
に
は
論
じ
ら
れ
な
か

っ
た
憾
み
が
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
加
え
て
、
取
締
役
の

責
任
制
度
に
関
す
る
最
近
の
議
論
に
お
い
て
は
、
目
的
達
成
を
主
眼

と
し
た
政
策
論
が
盛
ん
と
な
り
、
取
締
役
の
責
任
制
限
と
い
う
現
代

的
課
題
に
焦
点
が
当
た
り
、
そ
れ
に
比
例
し
て
、
取
締
役
の
責
任
発

生
要
件
に
関
す
る
議
論
は
等
閑
視
さ
れ
る
状
況
に
あ
る
の
で
、
こ
の

半
世
紀
余
に
わ
た
り
膠
着
状
態
に
あ
っ
た
取
締
役
の
法
的
地
位
、
義

務
お
よ
び
責
任
構
造
な
ど
の
諸
問
題
に
つ
い
て
新
し
く
体
系
的
に
論

証
し
、
取
締
役
の
責
任
論
の
新
構
築
に
向
け
て
の
立
法
論
に
も
配
慮

す
る
と
し
て
い
る
。

　
第
一
章
で
は
、
取
締
役
と
会
社
の
法
的
関
係
を
考
察
し
て
い
る
。

わ
が
国
に
お
け
る
学
説
を
整
理
・
検
討
し
、
「
取
締
役
ト
会
社
ト
ノ

関
係
ハ
委
任
二
関
ス
ル
規
定
二
従
フ
」
と
定
め
て
い
る
平
成
一
七
年

改
正
前
商
法
二
五
四
条
三
項
（
会
社
法
三
三
〇
条
は
「
株
式
会
社
と

役
員
及
び
会
計
監
査
人
と
の
関
係
は
、
委
任
に
関
す
る
規
定
に
従

う
」
。
と
表
現
し
、
同
趣
旨
で
あ
る
）
の
規
定
が
設
け
ら
れ
た
明
治

四
四
年
改
正
当
時
の
梅
謙
次
郎
博
士
と
岡
野
敬
次
郎
博
士
の
立
法
段

階
に
お
け
る
議
論
を
踏
ま
え
て
、
立
法
者
の
意
思
が
探
究
さ
れ
て
い

る
。　
こ
の
立
法
者
の
意
思
は
、
取
締
役
の
地
位
と
任
用
関
係
に
つ
い
て

は
、
契
約
を
そ
の
発
生
原
因
と
し
て
お
り
、
取
締
役
と
会
社
の
関
係

は
、
契
約
関
係
に
あ
る
と
の
理
解
で
あ
り
、
取
締
役
の
任
用
関
係
に

関
し
て
の
単
独
行
為
説
、
つ
ま
り
、
株
主
総
会
に
お
け
る
取
締
役
選

任
決
議
の
法
的
性
質
は
被
選
任
者
の
承
諾
を
停
止
条
件
と
す
る
単
独

行
為
で
あ
る
と
解
す
る
説
を
解
釈
論
と
し
て
排
除
し
、
契
約
に
基
づ

く
こ
と
を
明
確
に
し
て
は
い
る
が
、
取
締
役
と
会
社
と
の
任
用
契
約

の
性
質
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
法
律
に
よ
り
決
着
す
る
こ
と
を
避
け
、
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そ
の
点
は
学
説
の
議
論
に
委
ね
る
と
考
え
て
い
た
と
結
論
づ
け
る
。

つ
ま
り
、
「
委
任
二
関
ス
ル
規
定
二
従
フ
」
と
か
「
委
任
に
関
す
る

規
定
に
従
う
。
」
と
の
表
現
に
お
け
る
「
従
フ
」
と
か
「
従
う
」
と

の
微
妙
な
意
味
合
い
を
持
つ
言
葉
は
、
上
記
の
よ
う
に
解
さ
れ
て
こ

そ
妥
当
な
理
解
に
到
達
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
、
取
締
役
の
地
位
は
、
機
関
と
し
て
の
取
締
役
と
い
う
社

団
法
的
側
面
と
機
関
構
成
員
と
し
て
↓
人
の
個
人
と
し
て
の
取
締
役

と
い
う
個
人
法
的
側
面
と
に
理
論
上
整
理
で
き
、
個
人
法
的
側
面
に

お
け
る
取
締
役
に
つ
い
て
は
、
独
法
お
よ
び
仏
法
に
お
け
る
伝
統
的

委
任
理
論
が
わ
が
国
の
立
法
関
係
者
に
少
な
か
ら
ず
影
響
を
及
ぼ
し

て
い
る
か
ら
、
取
締
役
の
地
位
は
、
委
任
理
論
を
基
盤
と
し
て
、
受

任
者
と
し
て
構
成
さ
れ
る
と
主
張
す
る
。

　
第
二
章
で
は
、
取
締
役
の
忠
実
義
務
を
ど
の
よ
う
に
理
解
す
べ
き

か
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
の
学
説
と
判
例
は
、
取
締
役
の
忠
実
義
務

と
取
締
役
の
善
管
注
意
義
務
と
の
性
質
の
異
同
に
焦
点
を
合
わ
せ
て

論
じ
て
き
た
け
れ
ど
も
、
重
要
な
の
は
、
取
締
役
の
忠
実
義
務
の
法

的
基
礎
を
追
及
す
る
こ
と
で
あ
る
と
の
観
点
か
ら
、
論
述
が
な
さ
れ

て
い
る
。

　
そ
の
た
め
に
は
、
取
締
役
の
忠
実
義
務
に
関
す
る
規
定
（
平
成
一

七
年
改
正
前
商
法
二
五
四
条
の
三
、
会
社
法
三
五
五
条
）
を
初
め
て

導
入
し
た
昭
和
二
五
年
商
法
改
正
に
お
け
る
米
国
法
の
影
響
を
究
明

す
る
必
要
が
あ
る
と
さ
れ
る
。
言
葉
を
変
え
れ
ば
、
取
締
役
と
会
社

と
の
関
係
に
つ
い
て
、
大
陸
法
の
委
任
に
関
す
る
法
理
を
基
礎
と
し

て
考
え
る
の
か
、
そ
れ
と
も
、
英
米
法
の
信
託
法
理
を
基
礎
と
し
て

考
え
る
の
か
を
明
ら
か
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
そ
こ
で
、
論
者
は
、
委
任
法
理
と
信
託
法
理
に
つ
い
て
、
米
国
法

と
仏
法
を
比
較
考
察
し
、
委
任
法
理
に
お
い
て
も
、
受
任
者
は
自
ら

の
利
益
に
基
づ
い
て
行
動
し
て
は
な
ら
な
い
と
す
る
忠
実
義
務
を
事

務
処
理
に
用
い
る
注
意
の
程
度
を
定
め
た
善
管
注
意
義
務
と
は
別
に

観
念
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
、
委
任
法
理
に
お
い
て
忠
実
義
務
概

念
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
わ
が
国
に
お

け
る
取
締
役
の
忠
実
義
務
は
、
理
論
的
に
は
、
英
米
信
託
理
論
上
に

由
来
す
る
も
の
で
は
な
く
、
委
任
の
淵
源
で
あ
る
当
事
者
間
の
信
任

関
係
、
信
頼
関
係
に
そ
の
法
的
基
礎
を
お
く
義
務
で
あ
る
と
し
て
い

る
。
取
締
役
の
忠
実
義
務
は
、
取
締
役
の
競
業
避
止
義
務
や
利
益
相

反
取
引
に
関
す
る
義
務
の
よ
う
な
個
別
的
義
務
の
上
位
概
念
と
し
て

位
置
づ
け
ら
れ
、
善
管
注
意
義
務
と
と
も
に
、
取
締
役
と
会
社
の
間

の
委
任
契
約
を
受
け
皿
と
す
る
取
締
役
の
義
務
で
あ
る
と
考
え
て
い

る
。

第
三
章
は
、
平
成
一
七
年
改
正
前
商
法
の
下
に
お
け
る
取
締
役
の
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責
任
類
型
の
一
つ
で
あ
る
違
法
配
当
責
任
に
つ
い
て
、
規
定
の
沿
革

と
立
法
の
由
来
を
検
討
し
た
結
果
、
取
締
役
の
違
法
配
当
責
任
の
法

的
性
質
は
、
明
治
壬
二
年
商
法
以
来
続
け
て
任
務
解
怠
を
そ
の
責
任

発
生
要
件
と
し
、
さ
ら
に
は
、
昭
和
二
五
年
商
法
改
正
時
に
は
、
違

法
配
当
責
任
に
つ
い
て
過
失
責
任
主
義
を
採
用
す
る
米
国
法
を
受
容

し
た
こ
と
か
ら
、
無
過
失
責
任
と
す
る
多
数
説
に
反
対
し
、
過
失
責

任
で
あ
る
と
の
結
論
に
達
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
取
締
役
の
違
法
配
当
責
任
は
、
契
約
責
任
で
は
な
く
、
無

過
失
責
任
と
さ
れ
る
資
本
充
実
責
任
と
は
性
質
が
相
違
し
、
取
締
役

と
会
社
間
の
委
任
契
約
上
の
責
任
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
こ
と
を

踏
ま
え
て
、
取
締
役
の
債
務
の
性
質
に
関
す
る
仏
法
の
手
段
債
務
と

結
果
債
務
と
い
う
債
務
二
分
論
を
参
考
に
し
て
、
検
討
を
加
え
、
取

締
役
の
責
任
の
発
生
構
造
は
、
結
果
の
不
達
成
で
は
な
く
、
究
極
的

な
目
標
に
向
け
ら
れ
た
任
務
遂
行
を
怠
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
基
準

と
し
て
善
管
注
意
義
務
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
取
締

役
の
会
社
に
対
す
る
債
務
の
内
容
に
照
ら
し
て
も
、
取
締
役
の
責
任

は
、
過
失
責
任
主
義
で
構
成
さ
れ
る
と
結
論
づ
け
ら
れ
る
。

　
取
締
役
の
法
令
違
反
に
基
づ
く
責
任
は
、
取
締
役
の
一
般
的
な
注

意
義
務
規
定
と
個
別
具
体
的
な
法
令
と
で
責
任
の
判
断
の
枠
組
み
が

異
な
る
の
で
、
二
元
的
な
構
造
と
し
て
理
解
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

取
締
役
が
一
般
的
な
注
意
義
務
規
定
以
外
の
個
別
具
体
的
な
法
令
に

違
反
し
た
場
合
、
取
締
役
の
善
管
注
意
義
務
違
反
の
判
断
を
す
る
こ

と
な
く
、
当
然
に
債
務
不
履
行
の
要
件
を
充
足
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
意
味
に
い
て
、
最
高
裁
の
平
成
一
二
年
七
月
七
日
判
決
（
民
集

五
四
巻
六
号
一
七
六
七
頁
）
は
、
妥
当
で
あ
り
、
会
社
経
営
者
に
対

し
て
遵
法
経
営
の
必
要
性
を
強
く
求
め
る
も
の
と
し
て
、
高
く
評
価

で
き
る
。

　
米
国
法
の
判
例
で
発
達
し
た
「
経
営
判
断
ル
ー
ル
」
に
つ
い
て
は
、

経
営
判
断
の
御
旗
の
下
で
取
締
役
に
の
み
裁
判
所
の
審
理
が
及
ば
な

い
と
い
う
特
別
の
保
護
を
与
え
る
理
由
は
な
く
、
わ
が
国
に
そ
の
ま

ま
を
導
入
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
わ
が
国
と
し
て
は
、
裁
判
所
が

取
締
役
の
経
営
判
断
を
尊
重
し
て
、
取
締
役
の
過
失
認
定
を
慎
重
に

行
う
必
要
が
あ
る
と
の
「
経
営
判
断
ル
ー
ル
」
の
理
念
受
容
に
と
ど

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
つ
ま
り
、
善
管
注
意
義
務
違
反
の
有
無
を

判
断
す
る
際
の
具
体
的
指
針
と
考
え
ら
れ
る
。

　
第
四
章
で
は
、
取
締
役
の
法
的
責
任
に
関
し
て
、
そ
れ
が
過
失
責

任
で
あ
る
の
か
、
あ
る
い
は
、
無
過
失
責
任
で
あ
る
か
否
か
は
、
こ

れ
ま
で
専
ら
法
解
釈
に
任
さ
れ
て
い
た
と
こ
ろ
、
平
成
一
八
年
五
月

一
日
施
行
の
会
社
法
に
お
い
て
、
明
文
を
以
っ
て
、
過
失
責
任
を
原

則
と
す
る
こ
と
と
な
っ
た
が
、
本
提
出
論
文
第
三
章
で
す
で
に
論
述

し
た
よ
う
に
、
規
定
の
沿
革
を
研
究
し
て
み
れ
ば
、
む
し
ろ
過
失
責

90



特別記事

任
化
は
、
理
論
的
に
は
当
然
の
帰
結
で
あ
り
、
妥
当
な
方
向
性
を
示

し
た
新
立
法
で
あ
る
と
評
価
し
て
い
る
。
新
立
法
は
、
取
締
役
の
責

任
の
基
本
を
過
失
責
任
主
義
に
お
き
な
が
ら
、
過
失
責
任
主
義
を
全

面
的
に
貫
く
の
で
は
な
く
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、
無
過
失
責
任
を
も

存
続
さ
せ
、
さ
ら
に
は
、
過
失
責
任
に
よ
っ
て
取
締
役
の
責
任
が
緩

和
さ
れ
た
部
分
に
つ
い
て
は
立
証
責
任
を
転
換
し
、
取
締
役
に
負
担

さ
せ
る
と
い
う
妥
協
策
を
採
用
し
て
、
調
和
を
図
り
、
急
激
な
変
革

を
回
避
し
た
も
の
と
も
評
価
で
き
る
。
こ
の
立
証
責
任
の
転
換
は
、

取
締
役
の
責
任
追
及
に
際
し
て
、
会
社
内
部
の
情
報
に
疎
い
責
任
追

及
原
告
に
立
証
責
任
を
負
担
さ
す
べ
き
で
は
な
い
と
の
判
断
と
理
解

さ
れ
る
。
以
上
の
よ
う
に
理
解
す
る
こ
と
が
、
制
度
歴
史
を
縦
軸
と

し
た
観
点
に
合
致
す
る
こ
と
が
明
確
に
さ
れ
て
い
る
。

　
第
五
章
で
は
、
取
締
役
の
法
的
責
任
の
性
質
・
構
造
と
と
も
に
取

締
役
責
任
制
度
の
両
輪
の
一
つ
と
な
る
取
締
役
の
責
任
減
免
に
つ
い

て
、
英
法
、
米
法
、
仏
法
に
お
け
る
関
連
制
度
の
比
較
法
的
考
察
が

な
さ
れ
て
い
る
。

　
英
法
で
は
、
一
九
八
五
年
会
社
法
三
↓
○
条
が
、
取
締
役
の
免
責

に
つ
い
て
著
し
く
制
限
的
に
規
定
し
て
い
る
一
方
で
、
同
法
七
二
七

条
が
、
裁
判
所
の
自
由
裁
量
に
よ
る
取
締
役
の
免
責
を
認
め
て
い
る
。

わ
が
国
の
取
締
役
の
責
任
減
免
制
度
て
は
、
会
社
債
権
者
に
対
す
る

配
慮
が
欠
け
て
い
る
と
評
価
で
き
る
の
で
、
裁
判
所
に
取
締
役
を
免

責
す
べ
き
か
否
か
判
断
し
て
も
ら
う
こ
と
は
検
討
に
値
す
る
方
策
と

評
価
で
き
る
と
す
る
。

　
米
法
で
は
、
各
州
に
お
い
て
、
取
締
役
の
責
任
を
制
限
・
免
除
す

る
制
定
法
が
あ
り
、
さ
ら
に
定
款
に
よ
っ
て
、
取
締
役
の
損
害
賠
償

責
任
を
免
除
あ
る
い
は
制
限
す
る
こ
と
を
認
め
て
い
る
が
、
株
主
代

表
訴
訟
に
関
す
る
先
進
国
で
の
制
度
例
と
し
て
、
参
考
と
な
る
旨
が

指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　
仏
法
で
は
、
株
主
総
会
で
取
締
役
の
免
責
決
議
が
な
さ
れ
て
も
、

会
社
お
よ
び
株
主
に
よ
る
取
締
役
に
対
す
る
責
任
追
及
訴
訟
が
優
先

し
て
認
め
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
取
締
役
の
責
任
原
因
が
法
令
あ

る
い
は
定
款
に
違
反
す
る
行
為
で
あ
る
場
合
に
は
、
株
主
総
会
に
よ

る
免
責
決
議
に
よ
っ
て
も
、
定
款
に
お
け
る
免
責
条
項
で
も
免
責
で

き
な
い
こ
と
と
な
っ
て
い
る
旨
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
。

　
第
六
章
で
は
、
わ
が
国
に
お
け
る
取
締
役
の
責
任
軽
減
制
度
が
検

討
さ
れ
て
い
る
。
取
締
役
の
責
任
を
減
免
す
る
取
締
役
の
法
令
違
反

の
内
容
は
、
す
で
に
本
提
出
論
文
第
三
章
で
論
述
し
た
よ
う
に
、
取

締
役
の
善
管
注
意
義
務
・
忠
実
義
務
違
反
と
い
う
一
般
的
義
務
違
反

と
具
体
的
な
法
令
に
対
す
る
違
反
の
二
つ
に
分
類
さ
れ
る
。
そ
し
て
、

取
締
役
の
善
管
注
意
義
務
・
忠
実
義
務
違
反
と
い
う
一
般
的
義
務
違
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反
は
、
取
締
役
と
会
社
と
の
間
に
生
じ
た
内
部
的
問
題
と
評
価
で
き

る
の
で
、
社
団
法
的
意
思
表
示
に
よ
っ
て
自
由
に
処
理
す
る
こ
と
が

許
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
取
締
役
の
具
体
的
な

法
令
に
対
す
る
違
反
に
つ
い
て
は
、
法
令
違
反
そ
の
も
の
が
会
社
に

対
す
る
責
任
発
生
原
因
に
該
当
し
て
お
り
、
会
社
に
対
す
る
義
務
違

反
と
の
評
価
を
受
け
る
訳
で
は
な
い
か
ら
、
会
社
内
部
の
自
由
な
意

思
決
定
に
そ
の
責
任
軽
減
を
委
ね
る
べ
き
で
は
な
い
と
解
さ
れ
る
。

し
た
が
っ
て
、
わ
が
国
に
お
け
る
取
締
役
の
責
任
軽
減
制
度
に
つ
い

て
、
立
法
担
当
者
が
、
取
締
役
の
経
営
萎
縮
を
回
避
し
、
企
業
の
国

際
競
争
力
を
回
復
さ
せ
る
と
い
う
政
策
論
の
み
を
振
り
か
ざ
し
て
、

私
的
自
治
原
則
重
視
の
制
度
創
出
を
し
て
お
り
、
責
任
制
度
論
と
社

団
法
的
意
思
表
示
が
問
題
と
な
る
法
律
行
為
論
と
を
整
合
さ
せ
る
法

解
釈
論
を
前
面
に
出
し
て
い
な
い
こ
と
に
疑
問
が
あ
り
、
立
法
論
展

開
に
あ
た
っ
て
は
、
こ
の
点
が
配
慮
さ
れ
る
。

　
結
語
で
は
、
取
締
役
の
責
任
が
過
失
責
任
主
義
に
立
脚
す
る
も
の

で
あ
る
こ
と
を
主
張
し
、
論
証
す
る
こ
と
が
、
本
提
出
論
文
の
執
筆

動
機
で
あ
り
、
主
眼
と
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
旨
が
示
さ
れ
て
い
る
。

平
成
一
八
年
五
月
一
日
施
行
の
新
し
い
会
社
法
に
お
い
て
、
よ
う
や

く
過
失
責
任
説
が
採
用
さ
れ
、
取
締
役
責
任
の
過
失
責
任
化
が
明
文

化
さ
れ
た
こ
と
は
、
理
論
的
に
至
極
妥
当
な
こ
と
で
あ
る
。
取
締
役

に
法
令
遵
守
へ
と
強
く
動
機
付
け
る
た
め
に
、
取
締
役
の
責
任
発
生

の
構
造
と
取
締
役
の
責
任
軽
減
に
お
い
て
取
締
役
の
具
体
的
法
令
に

対
す
る
違
反
に
対
し
て
は
、
厳
格
な
解
釈
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

旨
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　
付
論
で
は
、
本
提
出
論
文
で
確
立
さ
れ
た
法
理
論
が
具
体
的
な
関

連
事
件
に
適
用
さ
れ
て
い
る
。

　
以
上
が
提
出
論
文
の
内
容
で
あ
る
。

4
　
提
出
論
文
の
評
価

　
提
出
論
文
は
、
取
締
役
の
会
社
に
対
す
る
責
任
の
問
題
に
つ
い
て
、

そ
の
重
要
項
目
を
対
象
と
し
、
規
定
と
制
度
に
関
し
て
、
着
実
な
解

釈
論
を
展
開
し
、
制
度
の
理
解
を
深
化
さ
せ
て
お
り
、
学
会
に
大
い

に
寄
与
す
る
業
績
と
評
価
で
き
る
。

　
法
解
釈
の
目
標
に
つ
い
て
は
、
「
立
法
者
の
意
思
」
の
探
究
な
の

か
、
そ
れ
と
も
、
「
法
の
意
思
」
の
探
究
な
の
か
に
つ
い
て
は
、
論

争
の
あ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
提
出
論
文
は
、
法
解
釈
の
目
標
は
、

「
立
法
者
の
意
思
」
で
あ
る
と
の
立
場
か
ら
、
そ
の
方
法
論
に
従
っ

て
、
明
解
か
つ
忠
実
に
論
述
を
進
め
て
い
る
。
そ
の
点
で
、
将
来
の

学
徒
の
参
考
と
な
る
模
範
を
示
し
て
お
り
、
高
く
評
価
で
き
る
。

　
提
出
論
文
第
一
章
で
は
、
取
締
役
の
任
用
関
係
に
関
し
て
、
立
法
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者
は
契
約
に
基
づ
く
こ
と
を
前
提
と
し
て
、
任
用
契
約
の
法
的
性
質

に
つ
い
て
、
法
律
に
よ
り
決
着
す
る
こ
と
を
避
け
、
そ
の
点
は
学
説

の
議
論
に
委
ね
た
旨
を
明
ら
か
に
し
、
取
締
役
の
地
位
は
、
機
関
と

し
て
の
取
締
役
と
い
う
社
団
法
的
側
面
と
機
関
構
成
員
と
し
て
一
人

の
個
人
と
し
て
の
取
締
役
と
い
う
個
人
法
的
側
面
に
理
論
上
整
理
で

き
る
と
分
析
し
、
個
人
法
的
側
面
に
お
け
る
取
締
役
と
会
社
と
の
関

係
に
つ
い
て
は
、
委
任
の
法
理
で
解
す
べ
き
と
し
て
い
る
。
こ
の
点

は
、
結
論
と
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
通
説
と
同
じ
で
あ
る
が
、
そ
こ

に
至
る
経
過
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
不
明
確
だ
っ
た
点
を
明
確
に
し
、

理
論
の
妥
当
な
枠
組
み
を
確
立
し
た
も
の
と
評
価
で
き
、
重
要
な
寄

与
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
認
識
が
、
本
提
出
論
文
を
貫
い

て
、
体
系
形
成
の
根
幹
を
形
成
し
て
い
る
。
第
二
章
に
お
け
る
、
取

締
役
の
忠
実
義
務
は
委
任
の
淵
源
で
あ
る
当
事
者
間
の
信
任
関
係
、

信
頼
関
係
に
そ
の
法
的
基
礎
を
お
く
義
務
で
あ
る
と
し
、
善
管
注
意

義
務
と
と
も
に
、
取
締
役
と
会
社
の
間
の
委
任
契
約
を
受
け
皿
と
す

る
取
締
役
の
義
務
と
の
理
解
も
こ
の
認
識
に
由
来
す
る
。

　
第
三
章
と
第
四
章
で
は
、
取
締
役
の
法
的
責
任
に
つ
い
て
、
理
論

的
に
そ
れ
が
過
失
責
任
な
の
か
無
過
失
責
任
な
の
か
論
争
さ
れ
て
き

た
が
、
論
者
は
、
過
失
責
任
で
あ
る
こ
と
を
主
張
・
論
証
し
て
い
る
。

平
成
一
八
年
五
月
一
日
施
行
の
新
「
会
社
法
」
に
お
い
て
は
、
明
文

を
以
っ
て
、
過
失
責
任
を
原
則
と
す
る
こ
と
と
な
っ
た
が
、
こ
れ
は
、

論
者
の
か
ね
て
よ
り
の
主
張
に
沿
う
も
の
で
あ
り
、
論
者
の
こ
の
先

見
性
は
高
く
評
価
で
き
る
。

　
第
五
章
に
お
け
る
、
取
締
役
の
責
任
減
免
制
度
の
英
法
、
米
法
、

仏
法
と
の
比
較
研
究
は
、
必
要
と
さ
れ
る
重
要
項
目
に
考
察
を
加
え
、

わ
が
国
に
お
け
る
解
釈
学
に
有
益
な
論
点
と
観
点
を
提
供
し
て
お
り
、

そ
の
点
で
、
充
分
な
寄
与
を
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
仏
法
に
お
い
て
、

取
締
役
の
責
任
原
因
が
法
令
あ
る
い
は
定
款
に
違
反
す
る
行
為
で
あ

る
場
合
に
は
、
株
主
総
会
に
よ
る
免
責
決
議
に
よ
っ
て
も
、
定
款
に

お
け
る
免
責
条
項
で
も
免
責
で
き
な
い
こ
と
と
な
っ
て
い
る
旨
を
指

摘
し
て
い
る
が
、
こ
の
点
は
、
株
主
総
会
と
い
う
社
団
法
的
意
思
表

示
に
よ
る
責
任
免
除
の
限
界
例
と
し
て
わ
が
国
の
法
解
釈
に
大
い
に

示
唆
を
与
え
る
も
の
と
し
て
高
く
評
価
で
き
る
。

　
論
者
は
、
第
六
章
に
お
い
て
、
取
締
役
の
責
任
軽
減
制
度
に
つ
い

て
、
わ
が
国
の
立
法
担
当
者
が
、
取
締
役
の
経
営
萎
縮
を
回
避
し
、

企
業
の
国
際
競
争
力
を
回
復
さ
せ
る
と
い
う
政
策
論
の
み
を
振
り
か

ざ
し
て
、
私
的
自
治
原
則
重
視
の
制
度
創
出
を
し
て
お
り
、
責
任
制

度
論
と
社
団
法
的
意
思
表
示
が
問
題
と
な
る
法
律
行
為
論
と
を
整
合

さ
せ
る
法
解
釈
論
を
前
面
に
出
し
て
い
な
い
こ
と
に
疑
問
が
あ
る
と

指
摘
し
て
い
る
が
、
こ
の
指
摘
は
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、
時
の
流
れ

に
迎
合
し
か
ね
な
い
立
法
の
動
き
に
強
い
牽
制
を
加
え
る
も
の
で
あ

り
、
極
め
て
意
義
深
い
。

93



法学研究79巻10号（2006：10）

　
提
出
論
文
は
、
以
上
の
次
第
で
、
取
締
役
の
会
社
に
対
す
る
責
任

制
度
の
研
究
と
し
て
、
解
釈
論
、
比
較
法
論
、
立
法
論
の
観
点
か
ら
、

会
社
法
学
の
発
展
に
大
い
に
寄
与
す
る
も
の
と
評
価
で
き
る
。

5
　
結
　
論

　
審
査
員
三
名
は
、
一
致
し
て
、
本
提
出
論
文
が
高
い
学
問
的
水
準

に
到
達
し
て
お
り
、
慶
鷹
義
塾
大
学
の
博
士
（
法
学
）
学
位
を
授
与

す
る
に
相
応
し
い
と
判
断
す
る
。

　
　
平
成
一
八
年
五
月
二
三
日

副副主査査査
慶
慮
義
塾
大
学
法
学
部
教
授

法
学
研
究
科
委
員

慶
鷹
義
塾
大
学
法
学
部
教
授

法
学
研
究
科
委
員

慶
鷹
義
塾
大
学
法
学
部
教
授

法
学
研
究
科
委
員

加
藤
　
　
修

宮
島
　
　
司

山
本
爲
三
郎

手
塚
貴
大
君
学
位
請
求
論
文
審
査
報
告

一
　
本
論
文
の
構
成
と
内
容

　
手
塚
貴
大
君
の
提
出
し
た
博
士
学
位
請
求
論
文
『
租
税
立
法
学
の

研
究
i
憲
法
価
値
の
実
現
と
し
て
の
政
策
形
成
と
法
1
』
は
、
租
税

立
法
を
憲
法
的
観
点
か
ら
検
討
す
る
も
の
で
あ
る
。
近
時
、
税
制
改

革
が
重
要
な
政
策
課
題
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
る
が
、
本
論
文
は
、

こ
の
実
践
的
に
も
重
要
な
領
域
に
切
り
込
ん
だ
意
欲
作
で
あ
る
。
本

論
文
は
A
四
判
で
約
四
三
〇
頁
に
及
ぶ
大
部
の
も
の
で
あ
る
た
め
、

次
に
、
ま
ず
全
体
の
構
成
を
示
し
た
上
で
、
要
点
を
簡
潔
に
ま
と
め

る
こ
と
に
し
た
い
。

　
1
　
本
論
文
の
構
成
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
序
章
　
　
立
法
学
を
論
ず
る
意
義
と
理
論
的
検
討
課
題

　
　
　
　
第
一
部
　
立
法
学
総
論

　
第
二
章
　
租
税
立
法
に
お
け
る
法
と
政
策
－
立
法
学
の
体
系
と
そ
の
構

　
　
　
　
　
築
－

　
　
　
　
第
二
部
　
立
法
政
策
論

　
第
三
章
　
企
業
課
税
に
お
け
る
法
形
態
の
中
立
性
の
実
現
－
企
業
税
制
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